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「新しい戦前」と市⺠監視
〜警察のＤＮＡデータベースを巡って

弁護⼠川⼝創

はじめに〜今⽇の｢お題」

主催者から「ＤＮＡデータなどの情報管理と監視社会の問題と憲法９条の問題
（戦争をする国家の問題）とを結びつけて。

「ＤＮＡの話するだけじゃ、つまらないからダメだよ」とのご要望。

※「新しい戦前」のタイトルも、主催者のご指定です。

⇒テーマを与えられての大学院の論文を書くような気分で頑張ります。
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私の引き出しの確認
１ ⾃⼰紹介

①情報関係
〜ＤＮＡ型データ違憲訴訟（今⽇のメインテーマ）
⇒情報ネットワーク法学会会員。

②戦前の国家による管理関係
〜原発避難者訴訟（だまっちゃおれん原発事故⼈権訴訟愛知・岐⾩）
弁護団として、この１０⽉に電⼒と原発の歴史の書⾯（９１⾴）
作成提出。

⇒⼤学院（京⼤）で戦前の「電⼒の国家管理」を研究した経歴あり。
③憲法９条関係

〜イラク派兵違憲判決（２００８年）弁護団事務局⻑。
国⺠安保法制懇事務局⻑。
⽇弁連憲法問題対策本部

DNA型データ採取の現状

■ DNA型データ採取は、現在、法律がない。｢任意」捜査を装い採取。

■ 先行訴訟（顔写真と指紋採取の違法性を追及した訴訟）の鑑識官に対する尋
問で、「拒まれ

ことはほとんどない」と。また、鑑識官は、事件の内容自体は把握せず、回っ
てきた「被

疑者」から機械的にとっていることを認めている。

■「任意、という説明はしていないことも自認。

■採取したデータを警察庁でデータベース化。
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■女性保育士の件
【提訴】２０１９年６月１３日
【被告・国】
【請求の趣旨】

平成２６年８月１９日に愛知県天白警察署の警察官が撮影した写真、同日採取した指紋、DNA型データの抹消。
慰謝料１５０万円

【事案の概要】
原告は保育士。犬猫の殺処分に反対する思いで、犬猫を守る支援活動をしている。
平成２６年５月２７日、「きくちゃん」という犬が新里親に引き渡す際に逃げてしまい、他の協力者と合計３人で名古屋市内の瑞穂区、南区を中心にチラ
シを貼るなどして探し回った。
なかなか見つからなかったため、６月１６日から１８日にかけて、天白区内の電柱に、チラシ９枚を貼った。
２６年７月初旬に天白警察から電話があり、『条例違反」とのことで出頭を求められ、７月１０日、天白警察に出頭。
午前１０時から１５時まで取り調べ。午前中は、現場引き当て。９カ所で指さし写真撮影。
８月１９日にも再度出頭。午前１０時から１５時まで取り調べ。
身上経歴について詳しく聞かれた後、おもむろに、「いまから写真撮ったり、DNAとかありますから」と言われ、鑑識の部屋に連れて行かれた。
鑑識の部屋に入るやいなや、任意であるとの説明もなく「はい、写真撮るからね。ここに立って」「次は指紋」「次はDNA」と、ベルトコンベアのように
「作業」がされた。
DNAについては「DNA採っておくと、天災の時に身元判明につながるから」と言われただけで、採取に関する説明は一切なく、拒めるという説明も一切な

かった。
【その後】

平成２６年１１月頃、天白警察に電話をし、削除を求めたが、返答なし。
【その他】

本件は、捜査後に、行き過ぎた捜査、として取り上げられ、モーニングバードでも取り上げられた。
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■ブラックバス釣りの２０台男性の件
【提訴】２０１９年９月５日
【被告・国、愛知県】
【請求の趣旨】

対国 写真、指紋、DNAデータ抹消
慰謝料

対愛知県 慰謝料

【事案の概要】
原告は、２０代男性。当時無職。趣味、ブラックバス釣り。
平成３１年１月３日、愛知県あま市内の用水路において、ブラックバス釣りをしていたところ、警察官から呼び止められ、立ち入り禁止と言われ、

職務質問開始。
警察官から「これは逮捕だな」と言われ、驚愕。
さらに「ここで逮捕された人がいる」とも言われる。
その後、応援の警察官３人到着。
現場で写真撮影をさせられた後、２台のバイクとパトカーに挟まれる形で自車を運転し、津島警察まで「連行」。
そこで、取り調べを受け、最後に、「指紋と顔写真とDNAとるから！」と言われ、鑑識の部屋に連れて行かれ、「はい、そこ立って」「次、そこ

座って」とベルトコンベアのように顔写真と指紋を採られ、その後、DNA採取の方法の説明を受け、書面にサインをさせられた。任意で拒めるとい
う説明は一切ない。
ひとこと「みんなからとってるから」と言われたのみである。
原告は、綿棒で頬の中の粘膜を取り、鑑識に綿棒を渡した。
鑑識室から出て行ける状況ではなかった。

【その後】
両親が当該警察官が勤務する派出所に確認に行ったが、軽犯罪法違反との説明のみ。
パニック障害を抱えている原告は、その後精神的に極めて不安定な状況に陥り、現在も通院している。
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警察庁のDNA型データの現状
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DNAデータベースは、令和２年１２月末１４５万８６２６件に上っていることが判明
（最新情報です）。うち、１４１万３０４０件が「被疑者DNA型」です。

軽微な事件でも積極的に採取されていることが伺え、原状からすれば、採取のために、
軽微な取り調べを積極的に行う、逆転現象が生じているのではないか。
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DNAデータ管理の法的根拠の⽋落

■国は、根拠としては刑訴法１９７条Ⅰ項本文と国家公安委員会規則を示すのみ。

■規則によれば、すべて採取した情報は警察庁に送信することになっている。

■保管の目的については「各記録を警察庁に送信し、データベース化するとともに、都道府県警察か

らの照会の結果を都道府県警察に還元することで、犯罪捜査に資する情報を提供することにより、

結果として、被疑者の同一性特定、余罪捜査等犯罪捜査に資する」としている。

■また、「検挙された事件自体の軽重や、不起訴処分等当該被疑者の処分結果の如何に関わらず、犯

罪捜査に活用できる可能性は個別に検討されるものであるから、当該被疑者の処分結果（※不起訴

処分）等は、各記録の保管の必要性の有無に直結するものではない。」としている。

■各規則においては、 ｢削除」の要件は、｢死亡」と「必要がなくなったとき」と書かれているのみ

で、不起訴となっても「必要がなくなった」とは判断しないと、上記のように回答し、適切に保管

しており、問題ない、という主張である。
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憲法上の問題点

■情報⾃⼰決定権⇒尊厳の問題＋ビッグデータ社会の中で重視

■監視社会の問題⇒「政権に従順な市⺠」たることの強要⇒⺠主主義の基
盤の問題

■強制処分法定主義＋憲法４１条の問題⇒刑事弁護⼈の怠慢の⾯も。

■市⺠社会への警察の不当介⼊（証拠採取のための捜査、という逆転）
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「国⺠監視」の⻭⽌めなき拡⼤の⼀例

ＤＮＡ型データシステムは、国⺠監視の⻭⽌め亡き拡⼤の⼀例に過ぎない。
顔認証システム
⇒アメリカの現状について。

第２ 戦前の国家管理
〜ある⾰新官僚を通して

１ 「革新官僚」のリーダー「奥村喜和男」の登場

２ 国家総動員法と戦争と電力の国家管理の実現⇒経済と国民生活の統制

３ 内閣情報局の設置と奥村の「活躍」⇒国民の思想の統制

４ 明確な国家の｢戦争遂行」目的

そして、戦争遂行に反対する｢非国民｣を選別し、監視し、弾圧した。

５ 国家が情報を収集し、管理するには、｢国家｣の｢目的｣がある。
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アメリカの顔認証システムと市⺠の攻防

アメリカの現状を少しご報告します。

なぜ、国家は情報を収集・管理するか

国家は、その国家の⽬的、意図を持った存在である。
国家権⼒の⽬的、意図に反する動きは、押さえ込むというのが権⼒の常。

「⺠主主義社会」との装いがあったとしても、あくまで国家の意思に反しない範
囲での「多様な意⾒」の許容に過ぎない。⺠主主試写会が脆弱になっていけば、
国家が許容する｢意⾒」はどんどん狭まっていく。

たとえば、戦争をする、という時には、戦争に反対する動き、意⾒、は徹底的
に封じていく。
思想信条のみならず、経済政策も含めた国家の管理が⾏われていく。
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１９３６年の「⽇本評論」

１ 「革新官僚」のリーダー「奥村喜和男」

１９００年 福岡にて出⽣
１９２５年 帝⼤卒、逓信省⼊省。
１９３５年 内閣調査局設⽴時に調査官に。⾰新官僚の代表格に。軍部とも協調。

電⼒国家管理法案策定（電⼒を国家の管理下に）
「戦争を遂⾏していくためにはその準備が不可⽋」（奥村）

１９３７年 企画院創設、調査員に。
国家総動員法策定

１９４１年 東条内閣の内閣情報局 次⻑就任。
戦時下の⾔論統制、経済統制牽引。

戦後、公職追放。
１９５２年衆院選⽴候補、落選。
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国家が「戦争をする」⽬的を明確にした
とき
「⽇本は発展過程として先⼿には戦争がある。戦争のためには戦争準備をしなけ
ばならぬ。戦争準備を怠つて居つて戦争になれば国⼒は疲弊する。そこで戦争準
備の体制として電⼒のやうなものから、国家的に再編しなければならぬ」
⇒⺠間の電⼒会社（多いときには８００社以上⽇本にはありました）を国策会社
である「⽇本発送電」に。
⇒「戦争準備のため」と近衛内閣、国家総動員法と同時に制定。

その後、奥村は、東条内閣時に内閣情報局次⻑として、放送事業の統制など。

⇒経済統制と国⺠統制、思想統制は⼀体。

２０２１年の⽇本の位置

１ 警察による国⺠の情報収集はほぼ無限定（国際的にダントツにひどい）
ＤＮＡ、防カメ、カード情報等
情報⼊⼿において、何の｢容疑｣かは限定されていない。
⇒国家の意思に反する⼈物の「選別」と「監視」は⽇常的になされている。

２ 国家管理を受けた電⼒会社と国家との⼀体化は紆余曲折を経て現在も。
⇒原発推進という｢国家の意思｣に反する国⺠の選別と監視、そして弾圧へ。

３ 核武装の声や台湾有事に対する武⼒⾏使の声が公然と。
戦争反対、核兵器反対は、国家の意思に反するとして、選別と監視の対象に。

４ 時代錯誤の反共偏⾒の拡⼤と共産党排除の世論誘導。
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国家は国⺠を｢選別」し｢管理」する
国家は、国⺠を｢選別」し、｢監視」し、｢分断」し、時に｢排除」する。

⽇本は、この２０年間で、完全に選別と監視と分断が進んだ。

新⾃由主義政策の強⼒な推進により、働くことについても、⾮正規の拡⼤等によ
り、国⺠の選別と分断が進み、貧困が拡⼤した。

⽣きること⾃体についても、差別、ヘイトの扇動と同時に、⽣活保護に対する
｢レッテル」等、命の選別。

国は治安維持のために「国⺠」｢監視」を強化する、というスパイラル。

いま、瀬⼾際である。

⾃由
⺠主主義
個⼈の尊厳
平和
の瀬⼾際である。


